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Tohoku University was named one of the first three Designated National Universities in Japan on June 30, 2017 by the Japanese 
Government. As a Designated National University, we initiated the “Core Research Clusters” to strengthen four research fields: 
materials science, spintronics, next-generation medical care and disaster science. Also, International Joint Graduate Program in 
Materials Science aims to cultivate internationally capable and highly creative professionals in the materials science field. In 
order to present research activities and discuss future prospects, we hold, continuing from past years, the international 
symposium on the Materials Science and Spintronics on November 18 – December 1, 2023. 
 
1. 緒言 
東北大学は、2017 年 6 月 30 日、日本で最初の 3 つの

指定国立大学の一つに選ばれた。指定国立大学の事業と

して、東北大学が強みを有する材料科学、スピントロニ

クス、未来型医療、災害科学の 4 つの研究分野を世界ト

ップレベル研究拠点として整備し研究推進している。ま

た、材料科学研究分野では国際的に活躍できる創造性豊

かな人材を育成することを目的とした「材料科学国際共

同大学院プログラム」(GP-MS)を実施している。この材

料科学世界トップレベル研究拠点（CRC-MS）、スピント

ロニクス世界トップレベル研究拠点（CSIS）および材料

科学とスピントロニクスそれぞれの大学院プログラム

（GP-MS および GP-Spin）の活動と研究成果を発表し、

今後の展望を議論するために、2023 年 11 月 28－12 月 1
日に第 7 回目となる国際シンポジウムを対面形式（一部

はハイブリッド形式）にて開催した。なお、2022 年のシ

ンポジウムに引き続き今回も本学の世界トップレベル

研究拠点の目標の１つである学内の卓越したリソース

の結集の一環として、各拠点やセンター、プログラム等

の構成部局に加えて、金属材料研究所国際共同利用・共

同研究拠点(GIMRT)も共催として合同で開催した。 
 

2. 開催内容 
第 7 回目となる本国際シンポジウムでは、CRC-MS 点に設置された４領域の企画セッションのほか、CSIS によ



るセッション、第 6 回目となる GP-MS に参画する大学院生による企画セッション、GP-Spin によるセッション

が、片平さくらホール、AIMR セミナールーム、ナノスピン棟カンファレンスルームの 3 会場を使用して行われ

た。前回はオンライン中心のハイブリッドであったが、今回は対面開催を中心として、一部（プレナリー講演な

ど）はハイブリッドで開催した。4 日間の会期中に 4 件のプレナリー講演（うち 2 名が外国人）のほか、国内外

および学内からの招待講演により、CRC-MS では 4 セッション 14 名、GP-MS では 6 セッション 19 名、CSIS で

は 7 セッション 16 名、GP-Spin では 2 セッション 8 名の合計 19 セッション 57 名の口頭発表が行われた。また、

シンポジウム１日目に CRC-MS Award 受賞者 2 名および CRC-Spin Award 受賞者 2 名による受賞講演を行い、夕

刻のレセプションにて授賞式を執り行い、受賞した 4 名の若手研究者の研究を世界へ発信する機会とした。シン

ポジウムのポスターセッションでは、91 件の発表があり、審査により 10 件のベストポスター賞が選ばれ、4 日目

に授賞式が行われた。 
・参加者：合計 301 名（日本：266 名、海外：35 名） 
【セッション概要】 
(1)Plenary セッション 
・Plenary 講演：4 セッション－海外 2 名 
(2)Invited セッション 
・CRC-MS：4 セッション 14 名－学内 4 名。学外 10 名（うち海外 8 名） 
・GP-MS：6 セッション 19 名－学内 6 名、学外 13 名（うち海外 13 名） 
・CSIS（CRC-Spin）：7 セッション 16 名－学内 3 名、学外 13 名（うち海外 10 名） 
・GP-Spin：2 セッション 8 名－学内 0 名、学外 8 名（うち海外 4 名） 
(3)Poster セッション 
・91 件 
 

 1 日目（2023 年 11 月 28 日） 
まず、大野英男東北大学総長の開会挨拶ビデオメッセージに引き続き、CRC-MS 副拠点長（折茂）の司会によ

り、小田玲子ボルドー大学教授/東北大学プロフェッサー,ユニバーシティ・リサーチ・リードによる”Transferring 
Chiral Information between Objects with different dimensions without crystalline order”、佐々木孝彦教授を座長として

Henning Sirringhaus ケンブリッジ大学教授による”Transient localization and spin relaxation physics of high mobility 
organic semiconductors”の 2 件のプレナリー講演が行われた。午後には、ポスターセッション 1 に引き続き、3 件

めのプレナリー講演 Di-Jing Huang 台湾国立清華大学教授による”Spin and Charge Excitations of Unconventional 
Superconductors Probedby High-Resolution RIXS”が組頭広志教授を座長として行なわれた。次に、CRC-MS Award 
2024 および CRC-Spin Award 2024 の受賞者による受賞講演、ポスターセッション 2 が行われた。ポスター発表は

昨年とは違い対面形式のみの開催であり、活発な討論が行われた。 
・ポスター発表数：91 件（材料科学分野 46 件、スピントロニクス分野 41 件） 
・ポスター発表表彰：Best Poster Award 10 件 
 
午後 6 時からはウェスティンホテルにてレセプションパーティが大野英男東北大学総長による開宴挨拶・乾杯

で始まり、小谷元子理事研究担当理事・シンポジウム大会長の閉宴挨拶で終了した。レセプションパーティの時

間を活用して CRC-MS Award および CRC-Spin Award 受賞者への賞状・盾の授与が行われた。 
 

 2 日目（2023 年 11 月 29 日） 
午前中に CRC-MS のセッション 2 件と GP-MS セッション 1 件が、午後には CRC-MS のセッション 1 件、 GP-

MS の学生セッション 2 件、GP-Spin のセッション 1 件が開催された。 
 
 3 日目（2023 年 11 月 30 日） 
 午前中に CRC-MS のセッション 1 件と GP-MS セッション 1 件、GP-Spin セッション 1 件が開催された。午

後には、プレナリー講演 4 件目、中辻知東京大学教授による”Topological Magnetic Materials for Innovative Quantum 



Electronics”が深見俊輔教授を座長として開催されたほか、GP-MS の学生セッション 1 件、CSIS（CRC-Spin）のセ

ッション 3 件が開催された。 
 
 4 日目（2023 年 12 月 1 日） 
最終日は、午前中に CRC-MS セッション 1 件、GP-MS の学生セッション 1 件、CSIS（CRC-Spin）のセッショ

ン 2 件が行われた。午後は CSIS（CRC-Spin）のセッション 2 件が開催されたのち、ベストポスター賞の発表およ

び賞状授与式が行われ、シンポジウム実行委員長（折茂）による closing remarks により終了した。 
 

3. まとめ 
第 7 回となる本シンポジウムでは、対面開催を中心とすることにより（一部はハイブリッド開催）、多くの研究

者がつどい情報交換をする場を提供することができた。本学の材料科学分野およびスピントロニクス分野に関係

する多くの部局・拠点・プログラム等の参画により、また、本学の研究者の発表もこれまで以上にプログラムに

盛り込まれていたこともあり、本学の優れた研究成果を国内外により広くアピールすることができた。次回以降

の国際シンポジウム開催に向けて、本学の研究力発信と研究力向上にさらに貢献できるように準備を進めていく

予定である。 
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